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研究成果の概要（和文）：本研究は日本、韓国、台湾、香港という東アジアに位置する4か国がする英語ライティング
教育に関して、アンケート調査によって実態を浮き彫りにし、そして互いが一堂に会することで実態を比較しあい、問
題点などを共有し、今後の展望などに関して国際シンポジウムとして意見交換ができたことが一番の成果と言える。さ
らに、学習者コーパスを精査することにより、4か国・地域の学生の書く英語の諸相が明らかにされた。最終成果物と
して『EFL Writing in East Asia: Practice, Perception and Perspectives』を刊行し、多くの方と共有できたこと
で、この分野の進展につながった。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed to investigate the conditions facing teachers of EFL 
writing in four countries/regions in Asia: Japan, South Korea, Hong Kong, and Taiwan. The main 
achievements of the project were as follows: we used surveys to investigate the current state of EFL 
writing; we also held two international symposia in order to share and compare ideas and findings and 
clarify common issues and challenges as well as future directions in the teaching and research of EFL 
writing. We also carried out a close analysis of a learner corpus, which illustrated the specific 
characteristics of the writing products of EFL learners in the four countries/regions. As a final product 
we published the book “EFL Writing in East Asia: Practice, Perception and Perspectives,” in which we 
share the fruits of the research and developments in this field with other teachers and researchers.

研究分野： 英語教育
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様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９,Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
政治，経済，文化などの活動が地球規模で

迅速に展開するグローバル社会では，個人が
地球市民の一員として情報を発信し，異なる
文化・価値観を受け止める中で連帯・共働し，
新しい価値の創造に関与することが求めら
れている．このように加速化するグローバル
社会において，高等教育，とりわけ学士課程
教育では，「知識伝授型  (How to provide 
instruction)」から「知識創出型  (How to 
produce learning)」を重視する教育への転換
が求められ，情報を収集して様々な「知」を
組み合わせ，自分のビジョンを持ち，他者に
発信するといった新たな能力を養うことが
急務の課題となっている（Barr & Tagg, 
1995; 三浦，2014）．  
 こうした新たな要請のもと，重要な要素と
して位置づけられているのは，分野共通に求
められる「基礎的・汎用的技能」である．こ
れは，「課題解決のために必要な情報を収
集・分析し（受信能力），調査の結果を論理
的な文章で相手に伝えられる力（発信能力）」
と言い換えることもできる．とりわけ，ほと
んど全ての学問分野において最新の研究成
果は英語で発信されるようになっている昨
今，「英語の文献を読み，英語で発信する力」
の重要性は，以前にも増して高まってきてい
る．つまり，「英語で書くことによる『発信
力』の育成」が，高等教育機関における英語
教育が担うべき役割として社会から期待さ
れているということである． 
 それでは，こうした加速化する新たな汎用
的能力育成へのニーズに対応するために，英
語を外国語として（English as a Foreign 
Language, EFL）学ぶ国の高等教育では「英
語で書く力」の育成に向けてどのような取組
がなされてきているのだろうか．英語教育は，
これまで，英語を第二外国語として（English 
as a Second Language, ESL）学ぶ環境で得
られたデータに基づいて発展してきた傾向
があり，EFL 環境での実態の報告は，ESL
に比べて十分ではないことが指摘されてい
る（Ortega, 2004）．また，EFL の中でも特
に東アジアの EFL 教育，とりわけライティ
ング教育に関する実態調査はほとんど実施
されてきていない現状がある．こうした現状
を受け，本研究は，東アジア諸国において共
通する「外国語としての英語ライティング教
育」の実態を把握し，課題を明らかにした上
で，同地域において必要とされる英語ライテ
ィング教育のあり方を提案することを目的
として実施された． 
 
 
２． 研究の目的 
 本研究においては,大きく分けて二つのグ
ループにより研究を遂行した．一つは「実態
調査班」であり，もう一つは「コーパス班」
である． 
 

(1)実態調査班 
実態調査班が実施した「学生アンケート」

では大きく次の 3 つの研究課題を設定した． 
１． 高校の英語授業で，どんな英文をどの
くらいの頻度で書いているか． 
2.  大学の英語授業で，どんな英文をどのく
らいの頻度で書いているか． 
3. 大学の必修英語授業を終えて，学習者は，
ライティング力が，どの程度伸びたと自己評
価しているか． 
 そのほか,日本における「ライティングセン
ター」の役割の解明,「ライティング教師の意
識」が東アジア各国でどのように異なるかを
探ることも目的とした． 
 
 (2)コーパス班 
学習者コーパスから見た東アジア EFL ライ
ティングの言語的特徴の分析を目指した. 
学習者コーパスは，学習者言語（中間言語）
の言語的特徴や言語発達の過程を探る上で
有用な言語資源である．本研究では,母語が異
なっていても共通する（英語母語話者の言語
使用とは異なる）言語的特徴があるのではな
いかという新しい視点に立ち,データ駆動型
の言語分析を実施する． 
具体的には,英語学習環境が類似している

東アジア諸国の大学生が作成した英作文を
収集したアジア圏国際英語学習者コーパス
（International Corpus Network of Asian 
Learners of English: ICNALE）を使用し,香
港,台湾,韓国,日本という４つの国・地域の英
語学習者が同一の条件で産出した英作文に
見られる共通の言語的特徴を以下の２つの
分析手法を用いて解明する．ICNALE には,
比較対照となる英語母語話者コーパスも用
意されている． 
1. 各英語学習者グループと英語母語話者 
グループとの比較  

2. 英語学習者グループ間の相互比較 
 
３．研究の方法 
(1)実態調査班 
「学生アンケート」に関しては,東アジア 4
つの国・地域（日本・台湾・韓国・香港）の
国立・私立大学に在籍する大学生（N =1,356
名）を対象に，質問紙調査を実施した．内訳
は，日本 779 名，台湾 205 名，韓国 253 名，
香港 119 名であった．  
(2) コーパス班 
本研究グループでは,アジア圏の英語学習者
が同一の条件で作成した英文エッセイを大
規 模 に 収 集 し た ICNALE 
(http://language.sakura.ne.jp/icnale/) の 中
から,香港・台湾・韓国・日本の英語学習者の
作文データを抽出して分析することにより, 
1.母語や英語習熟度による言語使用上の類似
点と相違点, 2.ライティング課題文のライテ
ィング・プロンプトが英語学習者の言語使用
に与える影響, 3.ライティング・プロンプトが
英語学習者の語彙使用に与える影響（特に



「語彙の反復使用」）を明らかにすることを
目的とした． 
 
４．研究成果 
(1) 実態調査班 
研究課題 1, 2, 3 それぞれについて，どのよ
うな結果が得られたかを述べる． 
 研究課題 1 の「高校の英語授業で，どんな
英文をどのくらいの頻度で書いているか（①
長さ，②エクササイズの種類，③ジャンル）」
については，全体として，香港と台湾は，韓
国と日本に比べると，「書く活動を経験した」
と認識している学習者が多いことが分かっ
た．共通点として，台湾，韓国，日本では，
パラグラフを用いたまとまった量の文章と
いうよりは，文脈のない単文（エクササイズ
や英訳など）レベルの活動が頻繁に行われて
いたという点が示唆された．一方，香港では，
これとは逆の傾向が見られ，単文レベルのエ
クササイズというよりは，パラグラフを用い
たライティング活動の方が頻繁に行われて
いたことが明らかになった．さらに,「高校の
英語の授業内でどのようなタイプの英文（ジ
ャンル）を経験したかについての学習者の認
識」の結果は図１に表されている．全体とし
て，まず，香港は，他の３カ国と比べると，
扱うジャンルの種類が多岐に亘っているこ
とがうかがえる．エッセイや要約文などの学
術的・二次的なジャンル（secondary genres）
のみならず，手紙文や物語などの日常的・一
次的なジャンル（primary genres）も扱われ
ている点は興味深い．東アジア 4 カ国に共通
する点として，エッセイや要約文が高校の英
語授業での主要なジャンルであることがう
かがえる．一方，日本は，経験したジャンル
の種類に加えて，その量においても，他国と
比べると平均値が顕著に低く，ライティング
活動が軽視されている可能性が示唆される． 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 高校の英語授業において経験したライティング
活動（ジャンル） 
 
研究課題 2 の「大学の英語授業で，どんな
英文をどのくらいの頻度で書いているか（①
長さ，②ジャンル）」についてであるが，台
湾，韓国，日本の高校では，文脈のない単文
レベルのエクササイズに時間が割かれる傾

向が見られたが，大学では，パラグラフを取
り入れたまとまった量の英文を書く活動が
頻繁に行われるようになる傾向が見られる
結果となった．しかし，大学に入っても，文
脈のない単文レベルのエクササイズの活動
は減ることはなく，パラグラフ・ライティン
グとほぼ同程度の頻度で行われている可能
性があることが分かった. 一方，香港では，
大学になると，単文レベルのエクササイズは，
あまり行われておらず，二パラグラフ以上の
まとまった量の英文を書く活動の方に時間
が割かれている傾向がうかがえた． 
 図２は，大学の英語の授業内でどのような
タイプの英文（ジャンル）を経験したかにつ
いての学習者の認識を表している．まず，東
アジア４カ国・地域に共通する点として，エ
ッセイと要約文という二つの学術的・二次的
ジャンルが大学の英語授業の主要なジャン
ルである傾向がうかがえる．台湾では，オン
ライン上でのチャットというジャンルが最
も頻度の高いジャンルとなっており，読み手
や目的を意識したコミュニカティブなライ
ティング活動が授業に組み込まれている可
能性が示唆される．一方，日本では，経験し
たジャンルの種類に加えて，その量において
も，他国と比べると平均値が顕著に低く，ラ
イティング活動が高校の英語授業における
と同様，軽視されている可能性が示唆される． 

図２ 大学の英語授業において経験したライテ
ィング活動（ジャンル） 
 
研究課題 3 の「大学の必修英語授業を終

えて，学習者は，ライティング力が，どの
程度伸びたと自己評価しているか」である
が， ここでの「ライティング力」は，次
の四つのサブ・スキルから成るものとして
定義された．「トピックセンテンスとサポ

ートセンテンスを用いて効果的にパラグラ
フを構成する」，「正しい文法で英文を書く」，
「読み手や目的など文脈に応じた適切な文
体で英文を書く」，「外部文献を適切に引用し，
自分の主張を支える」である．これら四つの
サブ・スキルについて，回答者は，「非常に
うまくできる」，「まあまあうまくできる」，



「あまりできない」，「全くできない」の四段
階で自己評価することが求められた．結果と
しては,全体として，日本の学習者は，他の三
か国・地域の学習者に比べて，どの項目にお
いても低い評価をしている点は興味深い．そ
の中でも特に，「読み手や目的など文脈に応
じた適切な文体で英文を書く」というスキル
が最も低い平均値となっており，形式—意味—
機能のマッチングに困難を感じている学習
者が一定数いる可能性が示唆される． 
以上の結果から，東アジアの英語ライティ
ング教育の実態について，問題点と課題を整
理する．まず，本研究で明らかになった東ア
ジアの英語ライティング教育の実態の背景
には，二つの影響要因があることが示唆され
た．一つは，各国の言語教育政策，もう一つ
は，大学統一入学試験である． 
 現在の香港では，「両文三語」政策が推進
されている．「両文三語」とは，中文・英語 で
文書を読み書きができ，広東語・英語・普通
話の三語を話せることを指す．この政策は，
将来の香港を支える若者の教育現場に大き
く反映されている．本研究で，香港の学習者
のライティング経験が，量のみならずジャン
ルの種類においても，他国に比べて顕著に高
かった背景には，この「両文三語」政策があ
ることがうかがえる． 
 香港をのぞく東アジア３カ国・地域の英語
ライティング教育は，大学統一入学試験の内
容に影響を受けている可能性が考えられる．
台湾は，高校の英語授業でライティング活動
が行われる頻度が日本と韓国と比べて高い
ことが明らかになったが，この背景には，台
湾の大学学科能力測験（The Joint College 
Entrance Examination, JCEE）の中で，ラ
イティングの問題が出題されていることと
関係があるのかもしれない．  
 一方，韓国の大学修学能力試験（College 
Scholastic Ability Test, CSAT）では，「リー
ディング」と「リスニング」の問題のみ，日
本の大学入試センター試験（The National 
Center Test for University Admissions）は，
「リーディング」，「リスニング」，「文法」，「発
音」を扱っており，両国とも，大学統一入学
試験に「ライティング」は入っていない．こ
うした現状が，両国の高校英語授業における
ライティング軽視の現状につながっている
可能性がある． 
 このように，入学試験の内容がすなわち授
業の内容を決めるという「ウォッシュバッグ
効果（washback effect）」が起きていること
が，現在の東アジア（日本，韓国，台湾）の
英語教育と英語ライティング教育における
問題点の一つであると言えるかもしれない． 
 「言語教育政策」，「言語能力測定」，「授業
内容」という三つのファクターの関係性を今
後どのように構築していくか．これが，英語
教育全般のみならず，ライティング教育の改
革においても鍵となる課題だと言える．  
 

(2) コーパス班 
本研究グループでは,アジア圏の英語学習

者が同一の条件で作成した英文エッセイを
大 規 模 に 収 集 し た ICNALE 
(http://language.sakura.ne.jp/icnale/) の 中
から,香港・台湾・韓国・日本の英語学習者の
作文データを抽出して分析することにより,1.
母語や英語習熟度による言語使用上の類似
点と相違点, 2. ライティング課題文のライ
ティング・プロンプトが英語学習者の言語使
用に与える影響,3.ライティング・プロンプト
が英語学習者の語彙使用に与える影響（特に
「語彙の反復使用」）を明らかにした． 
  
1.母語や英語習熟度による言語使用上の類似
点と相違点 

ICNALE に収録された香港,台湾,韓国,日
本という 4 つの国・地域の英語学習者（大学
生）が同一の条件で作成した英文エッセイを
対象として, Biber (1988)が英語母語話者の
話し言葉と書き言葉の分析に用いた 67 種類
の言語項目のうち 58 の項目について使用頻
度を調査した．さらに,統計的手法を用いるこ
とにより,これらの言語項目の使用（＝言語的
特徴）における類似点と相違点を分析した． 
分析の結果, 3 つのグループに分かれること
が明らかになった．日本人英語学習者は,東ア
ジアにおける他の英語学習者とは一線を画
し, 1 つのグループを構成し, 特有の言語的
特徴も明らかになった．具体的には,日本人英
語学習者が偏用しがちな（過剰使用する）項
目は「1 人称代名詞」,「現在形」といった話
し言葉に特徴的なものであった．一方, あま
り使用しない（過少使用する）項目は「限定
形容詞」であることもわかった． 

ICNALE には,英語母語話者による英文エ
ッセイも収録されているため, 英語母語話者
との比較を行ったところ, 英語母語話者は習
熟度の高い英語学習者（特に香港の英語学習
者）と言語使用において 1 つのグループを構
成することがわかった．母語と英語習熟度の
観点から言語使用をさらに分析を行ったと
ころ, 香港と日本の英語学習者は英語習熟度
よりも母語による影響が大きく, 台湾と韓国
の英語学習者は母語よりも英語習熟度の影
響が大きいことが示唆される結果を得た． 
 
2.ライティング・プロンプトが英語学習者の
言語使用に与える影響 

ICNALE における 2 つのライティング・プ
ロンプトが英語学習者の言語使用に与える
影響を分析した．比較に用いた 58 種類の言
語項目は, 本科研においてこれまでも分析対
象としてきた項目であり,語彙・文法・統語・
談話など,言語使用の様々な側面に光を当て
るものである．ランダムフォレスト機械学習
法と多次元尺度法に基づく統計解析の結
果,part-time job に関するエッセイでは, (a) 
third person pronouns, (b) infinitives, (c) 
attributive adjectives, (d) first person 



pronouns が高頻度で使用されており , 
smoking に 関 す る エ ッ セ イ で は , (a) 
agentless passives, (b) necessity modals, (c) 
amplifiers, (d) analytic negation, (e) place 
adverbials, (f) other total nouns が高頻度で
使用されていることが明らかになった．これ
らの言語項目の使用は,プロンプトの影響が
反映された可能性がある．Sinclair (1991) が
述べているように, 複数のコーパスを比較し
た結果はコーパスそのものに依存するもの
であり,さらには Buttery & Caines (2012) 
で示されているように,異なるタスクやトピ
ックに基づくテクストでは言語使用が有意
に異なる．これらの結果により, 学習者コー
パスを構築する際には, プロンプトの長さや
使用語彙の難度だけでなく, 使用する文法項
目や統語構造も統制する必要がある．もしく
は, プロンプトの差を勘案した上で比較可能
な統計モデルを用いる必要がある． 
 
3.ライティング・プロンプトが英語学習者の
語彙使用に与える影響 
これまでの第二言語ライティング研究に

おいて, 英語学習者が作成する英文エッセイ
にはライティング課題文に含まれる語彙が
頻繁に使用されることが報告されている．こ
うした英語学習者による語彙使用,しかもそ
の反復使用がどの程度に及ぶのかを詳細に
分析することで, 今後の英語ライティング指
導への示唆が得られると判断した． 
具体的には,ICNALE のライティング・プ

ロンプトに含まれる単語列（3 つ以上の連続
する単語で構成される単語列）が香港,台湾,
韓国,日本の英語学習者と英語母語話者の英
文エッセイにどのくらいの比率で使用され
ているのかを調査した．分析に際して , 
ICNALE における 2 つのライティング・プロ
ンプトに対してそれぞれ作成された英文エ
ッセイから,分析対象とする単語列を抽出し,
各英文エッセイにおける占有率を自動計算
するツールを開発した． 

4 つの国・地域の英語学習者と英語母語話
者による英文エッセイにおける上記占有率
を比較したところ, ICNALE の 2 つのライテ
ィング・プロンプトのいずれの場合において
も, 英語学習者は英語母語話者よりも占有率
が高いこと,英語学習者のなかでは日本人に
よる占有率が最も高いことが明らかになっ
た． 
 
そのほか, 実態調査班としては,中学校・高

校・大学で教える教員対象の意識調査を日本,
韓国,台湾の 3 国・地域にまたがって実施し, 3
国・地域間の意識の違いの一端が明らかにな
った. この3国・地域の中での共通点として,
教員は 4 技能のうち,ライティングの指導が
最も重要度が低いという点である.その中で
は,台湾の教員が最もライティングについて
積極的に考えており,これは,大学学科能力測
験 （ The Joint College Entrance 

Examination, JCEE）の中で，ライティング
の問題が出題されていることと関連が深い
と考えられる. 
 
(3)その他の結果 
・日本におけるライティングセンター研究 
ライティングセンターの役割についても考
察を深めた。日本におけるライティングセン
ターに負わされている期待は,アメリカのそ
れとは異なることが示された. 
・日本語教育からの視点 
  年に数回開催した科研の会議において、
日本語教育からも適宜助言をもらった。 
・国際シンポジウムの開催 
 国際シンポジウムを2013年と2015年に開
催し,台湾, 韓国, 香港から研究者を招き,そ
れぞれの国・地域のライティング教育の現状
を報告しあうとともに,フロアを交えて活発
な意見交換を行った. 2 回とも資料集を刊
行した。 
・4 年間の成果は,各自年に数回海外を含め,
積極的に学会に発表するとともに論文にま
とめ,そして, 集大成として『EFL Writing in 
East Asia: Practice, Perception and 
Perspectives』を発刊した. 
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